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(57)【要約】
昆虫／ダニ害虫を制御するために、環境に安全で、殺虫剤として効果的な組成物が提供さ
れる。例示的な実施形態において、殺虫剤として効果的で、しかも環境に安全な濃度の少
なくとも１つのスピノシンを、少なくとも１つの追加の接触作用性殺虫剤および／または
殺ダニ剤、ならびに少なく１つの溶媒または担体と一緒に含む組成物が提供される。１つ
の実施形態において、上記少なくとも１つの追加の殺虫剤および殺ダニ剤は、脂肪酸、脂
肪酸塩、脂肪酸エステル、脂肪酸糖エステル、除虫菊抽出物、油、油の塩、およびそれら
の組合せからなる群から選択される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　環境に安全で、植物無害である殺虫性かつ殺ダニ性の組成物であって、
　少なくとも１つのスピノシンの活性量、
　追加の殺虫剤および殺ダニ剤の少なくとも１つ、ならびに
　溶媒および担体の少なくとも１つ
を含み、害虫制御に有効な組成物。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの追加の殺虫剤および殺ダニ剤が、脂肪酸、脂肪酸塩、脂肪酸エス
テル、脂肪酸糖エステル、除虫菊抽出物、油、油の塩、およびそれらの組合せからなる群
から選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの追加の殺虫剤および殺ダニ剤が、ピレトリンＩ、ピレトリンＩＩ
、シネリンＩ、シネリンＩＩ、ジャスモリンＩ、ジャスモリンＩＩおよびそれらの組合せ
からなる群から選択されるピレトリンを有する除虫菊抽出物である、請求項２に記載の組
成物。
【請求項４】
　前記除虫菊抽出物のピレトリンが約１０重量ｐｐｍ～４，０００重量ｐｐｍの最終使用
濃度で存在する、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　前記油が、植物油、野菜油、鉱油、精油およびそれらの組合せからなる群から選択され
る、請求項２に記載の組成物。
【請求項６】
　前記油の少なくとも一部が、胡麻油、カノーラ油、綿実油、ダイズ油、ヤシ油、ヒマワ
リ油、サフラワー油、ナタネ油、落花生油、ニーム油、オリーブ油およびそれらの混合物
からなる群から選択される植物油である、請求項５に記載の組成物。
【請求項７】
　前記油の一部が約０．１重量パーセント～５．０重量パーセントの最終使用濃度で存在
する、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　前記油の少なくとも一部が、ｄ－リモネン、オイゲノール、ケイ皮油、チョウジ油、タ
イム油、チモール、ゲラニオール、ローズマリー油、リナロール、ミント油、ペパーミン
ト油、柑橘類の油、ニンニク油、胡椒油およびそれらの混合物からなる群から選択される
精油である、請求項５に記載の組成物。
【請求項９】
　前記油の一部が約０．１重量パーセント～５．０重量パーセントの最終使用濃度で存在
する、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記脂肪酸がＣ８～Ｃ１８の炭素鎖長を有する飽和または不飽和の脂肪酸からなる群か
ら選択される有効成分の、殺虫剤および殺ダニ剤として有効な量を含む、請求項２に記載
の組成物。
【請求項１１】
　前記脂肪酸塩がＣ８～Ｃ１８の炭素鎖長を有する飽和または不飽和の脂肪酸のカリウム
、ナトリウムおよびアンモニウム脂肪酸塩からなる群から選択される、請求項２に記載の
組成物。
【請求項１２】
　前記脂肪酸エステルがＣ８～Ｃ１８の炭素鎖長を有する脂肪酸のメチルおよびエチルエ
ステルから選択される、請求項２に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記脂肪酸糖エステルが、オクタン酸スクロース、オクタン酸ソルビトール、デカン酸
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ソルビトール、デカン酸キシリトールおよびラウリン酸キシリトールからなる群から選択
される、請求項２に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記脂肪酸、脂肪酸糖エステルおよび脂肪酸塩が約０．０５重量パーセント～２．０重
量パーセントの最終使用濃度で存在する、請求項２に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの追加の殺虫剤および殺ダニ剤がアベルメクチンである、請求項１
に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記溶媒が、水、グリセロール、プロピレングリコール、エタノール、イソプロピルア
ルコール、メタノール、テトラヒドロフルフリルアルコール、油およびそれらの組合せか
らなる群から選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記スピノシンが約１ｐｐｍ～２０，０００ｐｐｍの最終使用濃度で存在する、請求項
１に記載の組成物。
【請求項１８】
　防腐剤、抗微生物薬、摂食刺激物質、防水剤、風味改変添加剤およびそれらの組合せか
らなる群から選択される製剤強化添加剤をさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１９】
　前記担体が餌担体である、請求項１に記載の組成物。
【請求項２０】
　前記担体が粉末担体である、請求項１に記載の組成物。
【請求項２１】
　昆虫およびダニ害虫の制御のための方法であって、
　少なくとも１つのスピノシンの有効量、追加の殺虫剤および殺ダニ剤の少なくとも１つ
、ならびに溶媒および担体の少なくとも１つを有する組成物を提供すること、および
　害虫を制御するのに有効な量の組成物を投与すること
を含む方法。
【請求項２２】
　前記組成物が液体であり、前記組成物の有効量を投与することが、該組成物の有効量と
前記害虫と接触させること、植物および植物産物と接触させること、該害虫の付近と接触
させること、ならびに植物および植物産物の付近と接触させることの少なくとも１つを含
む、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記組成物が固体であり、前記組成物の有効量を投与することが、該組成物の有効量を
前記害虫の付近に置くこと、および該組成物の有効量を保護すべき植物および植物産物の
付近に置くことの少なくとも１つを含む、請求項２１に記載の方法。
【請求項２４】
　前記組成物が粉体であり、前記組成物の有効量を投与することが、該組成物の有効量を
前記害虫の付近に置くこと、および該組成物の有効量を保護すべき植物および植物産物の
付近に置くことの少なくとも１つを含む、請求項２１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の引用）
　本出願は、米国仮特許出願第６０／７１８，２４６号（２００５年９月１６日出願、発
明の名称「Ｗｉｄｅ　Ｓｐｅｃｔｒｕｍ　Ｉｎｓｅｃｔｉｃｉｄｅ　ａｎｄ　Ｍｏｌｌｕ
ｓｃｉｃｉｄｅ　Ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎ」）に対する優先権を主張し、その開示は、本
明細書中で参考として援用される。
【０００２】
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　（発明の分野）
　本発明は、昆虫およびダニの処理のための組成物および方法に関し、特に、広範囲の昆
虫およびダニ害虫に起因する損傷から植物および植物産物を保護する組成物および方法に
関する。
【背景技術】
【０００３】
　（背景）
　昆虫およびダニ害虫は、植物および植物産物にかなりの損失を引き起こすと同時に、ヒ
トおよび動物に攻撃および不快感を及ぼし、また、疾患を媒介することによってヒトおよ
び動物の健康に影響を及ぼす。植物のケアに関係する者にとって、環境を保護するのと同
時に広範囲の有害生物と戦うのに有効な方法で、昆虫およびダニ害虫を制御することが主
要な目標である。家庭園芸市場ならびに商業的農業での使用のために、いくつかの環境に
やさしい活性化合物が特定、開発されたが、これらの物質の多くは有害生物防除の範囲が
せまく、したがって、十分な有害生物防除を可能にするために複数の組成物の施用を必要
とする。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　したがって、昆虫およびダニ害虫を処理、防除し、昆虫およびダニ害虫に起因する損傷
から植物および植物産物を保護するために、改善された組成物の必要性が残されている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　（要旨）
　本発明は、昆虫およびダニの処理のための様々な組成物および方法、特に、害虫を制御
することのできる組成物および方法を提供する。一態様では、少なくとも１つのスピノシ
ンの活性量、追加の殺虫剤および殺ダニ剤の少なくとも１つ、ならびに溶媒または担体の
少なくとも１つを含む、環境に安全で、植物に無害である殺虫性かつ殺ダニ性の組成物が
提供される。様々な追加の殺虫剤および殺ダニ剤、例えば、脂肪酸、脂肪酸塩、脂肪酸エ
ステル、脂肪酸糖エステル、除虫菊抽出物、油、油の塩、およびその組合せを、組成物と
一緒に使用することができる。様々な追加の殺虫剤および殺ダニ剤には、アベルメクチン
を含めることもできる。
【０００６】
　一実施形態では、少なくとも１つの追加の殺虫剤および殺ダニ剤は、ピレトリンＩ、ピ
レトリンＩＩ、シネリンＩ、シネリンＩＩ、ジャスモリンＩ、ジャスモリンＩＩおよびそ
の組合せからなる群から選択されるピレトリンを有する、除虫菊抽出物であることができ
る。上記したように、追加の殺虫剤および殺ダニ剤は、植物油、野菜油、鉱油、精油およ
びその組合せからなる群から選択される油であることもできる。一実施形態では、油の少
なくとも一部は、胡麻油、カノーラ油、綿実油、ダイズ油、ヤシ油、ヒマワリ油、サフラ
ワー油、ナタネ油、落花生油、ニーム油、オリーブ油およびそれらの混合物からなる群か
ら選択される植物油、または、ｄ－リモネン、オイゲノール、ケイ皮油、チョウジ油、タ
イム油、チモール、ゲラニオール、ローズマリー油、リナロール、ミント油、ペパーミン
ト油、柑橘類の油、ニンニク油、胡椒油およびそれらの混合物からなる群から選択される
精油であることができる。
【０００７】
　他の実施形態では、追加の殺虫剤および殺ダニ剤は、Ｃ８～Ｃ１８の炭素鎖長を有する
飽和または不飽和の脂肪酸からなる群から選択される有効成分の、殺虫剤および殺ダニ剤
として有効な量を有する脂肪酸であることができる。さらに、または、代わりに、追加の
殺虫剤および殺ダニ剤は、Ｃ８～Ｃ１８の炭素鎖長を有する飽和もしくは不飽和の脂肪酸
のカリウム、ナトリウムおよびアンモニウム脂肪酸塩からなる群から選択される脂肪酸塩
、Ｃ８～Ｃ１８の炭素鎖長を有する脂肪酸のメチルおよびエチルエステルから選択される
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脂肪酸エステル、ならびに／またはオクタン酸スクロース、オクタン酸ソルビトール、デ
カン酸ソルビトール、デカン酸キシリトールおよびラウリン酸キシリトールからなる群か
ら選択される脂肪酸糖エステルであることができる。
【０００８】
　上記したように、組成物は溶媒を含むこともできる。溶媒の例としては、水、グリセロ
ール、プロピレングリコール、エタノール、イソプロピルアルコール、メタノール、テト
ラヒドロフルフリルアルコール、油およびその組合せを挙げることができる。組成物は、
防腐剤、抗微生物薬、摂食刺激物質、防水剤、風味改変添加剤およびその組合せなどの、
製剤強化添加剤を含むこともできる。さらに、または、代わりに、組成物は担体を含むこ
とができ、担体の例としては餌担体または粉末担体を挙げることができる。
【０００９】
　他の態様では、少なくとも１つのスピノシンの有効量、追加の殺虫剤および殺ダニ剤の
少なくとも１つ、ならびに溶媒または担体の少なくとも１つを有する組成物を提供するこ
と、および、その組成物の有効量を害虫制御のために投与することを含む、昆虫およびダ
ニ害虫の制御方法が提供される。一実施形態では、組成物が液体である場合、組成物の有
効量を投与することは、害虫、植物および植物産物、害虫の付近、ならびに植物および植
物産物の付近の少なくとも１つを組成物の有効量と接触させることをさらに含むことがで
きる。他の実施形態では、組成物が固形物または粉末である場合、組成物の有効量を投与
することは、組成物の有効量を害虫の付近に置くこと、および組成物の有効量を保護する
植物および植物産物の付近に置くことの少なくとも１つを含むことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　（例示的な実施形態の詳細な説明）
　次に、本明細書で開示される組成物および方法の構造、機能、製造および使用の原理の
全体的な理解を提供するために、ある例示的な実施形態を記載する。これらの実施形態の
１つまたは複数の例を、添付の表に示す。当業者は、本明細書で具体的に記載する組成物
および方法が非限定的で例示的な実施形態であり、本発明の範囲は請求項だけによって定
義されることを理解しよう。１つの例示的な実施形態と関連して例示または記載される特
徴は、他の実施形態の特徴と組み合わせることができる。そのような修正形態および変形
形態は、本発明の範囲に入るものとする。
【００１１】
　本発明は、害虫を制御するためのならびに／または昆虫およびダニ害虫に起因する損傷
を処理および予防するための、環境に安全で殺虫剤として効果のある組成物を提供する。
例示的な実施形態において、組成物は、追加の接触作用性殺虫剤および／または殺ダニ剤
を含むことができる。組成物は、使用者の必要に応じて、濃縮液、即時使用用（Ｒｅａｄ
ｙ－Ｔｏ－Ｕｓｅ）（ＲＴＵ）液体スプレー、粉末または固形物として利用することがで
きる。使用時、組成物は、害虫自体、害虫の付近ならびに／または保護する植物および植
物産物の付近に、施用することができる。
【００１２】
　当業者ならば、本明細書で開示される組成物および方法は、様々な家庭および園芸の昆
虫およびダニ害虫、例えば、それらに限定されないが、サザーンアーミーワーム、コドリ
ンガ、ヨトウムシ、イガ、イシメマダラメイガ、ハマキムシ、トウモロコシオオタバコガ
、綿オオタバコガ（トマトオオタバコガとも呼ばれる）、アワノメイガ、アオムシ、イラ
クサキンウワバ、ワタアカミムシ、アメリカオオタバコガ、トマトスズメガ、ミノムシ、
イースタンテントキャタピラー、シバツトガ、コナガ、トマトピンワーム、グレープベリ
ーモス、ハスモンヨトウ、ビートシロイチモンジヨトウおよびフォールアーミーワームを
含む鱗翅目の昆虫；綿のアブラムシヨコバイ、ウンカ、ナシキジラミ、カイガラムシ類、
コナジラミ類およびアワフキムシを含む同翅目の昆虫；イエバエ、サシバエ、クロバエお
よびカを含む双翅目の昆虫；ダニ；ならびにアリを処理するのに用いることができること
を理解しよう。本組成物は、ミナミキロアザミウマおよびミカンキロアザミウマを含む総
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翅目昆虫；コロラドハムシを含む鞘翅目昆虫；直翅目昆虫；ならびに鱗翅目（ガおよびチ
ョウ）、膜翅目（葉もぐりハバチ）、鞘翅目（甲虫類）および双翅目（真のハエ）の葉も
ぐり虫を処理するために用いることもできる。例示的な実施形態では、下の実施例１～８
で示すように、組成物は、アリ、モモアカアブラムシ、イエバエ成虫、ウェスタンテント
キャタピラー幼虫およびナミハダニを制御および／または処理するために用いることがで
きる。
【００１３】
　上記したように、一実施形態では、組成物は少なくとも１つのスピノシンを、少なくと
も１つの追加の殺虫剤および／または殺ダニ剤と一緒に、濃縮液、ＲＴＵ液体スプレー、
粉末または固形物の形態で含む。スピノシンは、２つの異なる糖が結合した四環化合物を
含むマクロライドである。一実施形態では、スピノシンは、土壌細菌サッカロポリスポラ
スピノサ（Ｓａｃｃｈａｒｏｐｏｌｙｓｐｏｒａ　ｓｐｉｎｏｓａ）、コード名Ａ８３５
４３、からの殺虫性分画から単離される。スピノシンは発酵法を用いて単離することがで
きるが、それらは、商品名ＣｏｎｓｅｒｖｅＴＭＳＣ、ＳｐｉｎＴｏｒＴＭ、およびＥｎ
ｔｒｕｓｔＴＭ（全てＤｏｗ　ＡｇｒｏＳｃｉｅｎｃｅ　ＬＬＣ、９３３０　Ｚｉｏｎｓ
ｖｉｌｌｅ　Ｒｏａｄ　Ｉｎｄｉａｎａｐｏｌｉｓ、ＩＮ　４６２６８から販売）、Ｍｏ
ｎｔｅｒｅｙ　Ｌａｗｎ　ａｎｄ　Ｇａｒｄｅｎ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ社、Ｐ．Ｏ．Ｂｏｘ
　３５０００　Ｆｒｅｓｎｏ、ＣＡ、９３７４５－５０００から販売のＦｉｒｅ　Ａｎｔ
　ＮｉｇｈｔｍａｒｅＴＭ、ならびにＧａｒｄｅｎｓ－Ａｌｉｖｅ！、５１００　Ｓｃｈ
ｅｎｌｅｙ　Ｐｌａｃｅ、Ｌａｗｒｅｎｃｅｂｕｒｇ、ＩＮ　４７０２５から販売のＢｕ
ｌｌｓ－ＥｙｅＴＭＢｉｏｉｎｓｅｃｔｉｃｉｄｅの下で市販されてもいる。
【００１４】
　例示的な組成物は少なくとも１つのスピノシンを含むが、本組成物は他のスピノシンを
含むこともできる。例えば、スピノシンは、最も活性の強い天然代謝産物のうちの２つ（
スピノシンＡおよびＤ）の混合物であるスピノサドであることができる。本発明で用いる
ように、スピノサドは、上で記した市販製品であるＤｏｗ社のＥｎｔｒｕｓｔＴＭから得
ることができる。スピノサドは、Ｓ．スピノサの栄養培地での好気性発酵に由来する、二
次代謝産物である。発酵後、スピノサドを抽出、処理して、使用および流通の容易さのた
めに高濃縮の従来の水性懸濁液を形成することができる。スピノサドは、わずかにカビ臭
い水に類似した土臭を有する、淡灰色から白色の結晶質固体である。それはｐＨが約７．
７４であり、金属および金属イオンに対して約２８日間安定であり、製剤化された物質と
して約３年の有効期間を有する。それは不揮発性であるとも思われ、約１０１０ｍｍＨｇ
の蒸気圧を有する。接触毒および摂取毒として作用するという点でスピノサドは特に有利
であり、それは、昆虫神経系を興奮させて非自発的筋収縮、震えを伴う虚脱および麻痺を
もたらす。スピノサドはＧＡＢＡ受容体機能にも影響を及ぼし、そのことは、その殺虫活
性にさらに寄与することができる。その結果、下でさらに詳細に記すように、スピノサド
は、脂肪酸ファミリー（例えば脂肪酸、脂肪酸エステルおよび脂肪酸塩）などの昆虫膜光
化学に影響を及ぼす殺虫性有効成分、および、優れた接触殺傷を提供し、昆虫または植物
葉の親油性表面、例えば油（例えば植物油または鉱油）へのそれらの粘着を維持する殺虫
剤と併用すると有効である。
【００１５】
　組成物が提供される形態（すなわち濃縮液、ＲＴＵ液体スプレー、粉末、または固形物
）に関係なく、組成物は、特定の昆虫またはダニ害虫を処理するのに有効な量のスピノシ
ンを含まなければならない。例示的な実施形態において、スピノシンの最終使用濃度は、
約１ｐｐｍ～２０，０００ｐｐｍ、より好ましくは約１０ｐｐｍ～４，０００ｐｐｍ、最
も好ましくは約５０ｐｐｍ～１，０００ｐｐｍの範囲内であることができる。さらに、施
用する組成物のｐＨは、使用者の個別の必要によって、酸性、アルカリ性または中性に調
節することができる。
【００１６】
　組成物は、他の有効成分、および／または植物もしくは植物産物を処理する化合物を含
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むことができる。例示的な実施形態において、組成物は、接触作用性の殺虫剤および／ま
たは殺ダニ剤を含むことができる。例示的な接触作用性の殺虫剤および／または殺ダニ剤
には、脂肪酸、脂肪酸エステル、脂肪酸糖エステルおよび脂肪酸塩に由来するもの、除虫
菊抽出物、植物油およびそれらの塩、野菜油およびそれらの塩、精油、鉱油、除虫菊抽出
物ならびにそれらの組合せが含まれる。接触作用性の殺虫剤および／または殺ダニ剤は、
アベルメクチンを含むこともできる。当業者は、本明細書で開示される、結果として得ら
れるスピノシンを含む組成物は、殺虫剤として有効なだけでなくて、ヒトが用いても環境
的に健全および安全であることを理解する。さらに、一部の組成物は、雨のときに餌から
浸出しないかまたは葉から容易に流れ落ちないという点で残効性を有することができ、し
たがって、雨の間およびその後も、昆虫およびダニ害虫から保護することができる。他の
実施形態では、組成物は相乗効果を示すことができ、スピノシン処理単独または殺虫剤も
しくは殺ダニ剤処理単独で予想されるよりも優れた結果をもたらすことができる。このこ
とは、以下に記す実施例４および８で示すことができる。
【００１７】
　一実施形態では、組成物は、少なくとも１つのスピノシンの活性量、追加の殺虫剤およ
び殺ダニ剤の少なくとも１つ、ならびに少なくとも１つの溶媒を含むことができる。例示
的な実施形態では、組成物は濃縮液、ＲＴＵ液体スプレー、粉末または固形物であること
ができるが、それは濃縮液またはＲＴＵ液体スプレーでよい。少なくとも１つの追加の殺
虫剤および／または殺ダニ剤は、使用者の必要に応じて、脂肪酸、脂肪酸エステル、脂肪
酸糖エステルおよび脂肪酸塩、除虫菊抽出物、植物油およびそれらの塩、野菜油およびそ
れらの塩、精油、鉱油、除虫菊抽出物、アベルメクチン、ならびにそれらの組合せなど、
様々な化合物から選択することができる。例示的な追加の殺虫剤および／または殺ダニ剤
はやわらかい体の昆虫およびダニに毒性であることができ、一実施形態では、少なくとも
１つの追加の殺虫剤および／または殺ダニ剤は、８～１８個の炭素原子を有する脂肪酸（
飽和および不飽和）の有効量を含む、脂肪酸ベースの殺虫剤であることができる。例示的
な脂肪酸塩ベースの殺虫剤は、そのような脂肪酸の塩を含むことができ、例示的な脂肪酸
エステルベースの殺虫剤は、そのような脂肪酸の糖エステルを含むことができる。一実施
形態では、脂肪酸エステルは、Ｃ８～Ｃ１８の炭素鎖を有する脂肪酸のメチルおよびエチ
ルエステルから選択することができる。脂肪酸は様々な濃度で組成物中に存在することが
できるが、例示的な実施形態では、それは、約０．０５重量パーセント～２．０重量パー
セントの最終使用濃度で存在することができる。
【００１８】
　少なくとも１つの追加の殺虫剤および／または殺ダニ剤は、脂肪酸塩ベースの殺虫剤お
よび／または殺ダニ剤であることもでき、例示的な塩には、８～１８個の炭素原子を有す
る飽和および不飽和脂肪酸のカリウム、ナトリウムおよびアンモニウム塩が含まれる。そ
れには限定されない例として、脂肪酸塩は、Ｗｏｏｄｓｔｒｅａｍ、Ｐ．Ｏ．Ｂｏｘ３２
７、Ｌｉｔｉｔｚ、ＰＡ　１７５４３－０３２７から販売のＳａｆｅｒ’ｓ　Ｉｎｓｅｃ
ｔｉｃｉｄａｌ　ＳｏａｐＴＭ、および、Ｎｅｕｄｏｒｆｆ社ＫＧ、Ａｎ　ｄｅｒ　Ｍｕ
ｈｌｅ　３、３１８６０、Ｅｍｍｅｒｔｈａｌ、Ｇｅｒｍａｎｙから販売のＮｅｕｄｏｓ
ａｎＴＭを含む、様々な商品名の下で市販されている。脂肪酸は糖またはポリオールでエ
ステル化することもでき、例示的なエステルには、オクタン酸スクロース、オクタン酸ソ
ルビトール、デカン酸ソルビトール、デカン酸キシリトールまたはラウリン酸キシリトー
ルが含まれる。本発明の組成物で用いることができる他の例示的な脂肪酸由来の殺虫組成
物は、米国特許第４７７４２３４号、米国特許第４８２６６７８号、米国特許第５０９３
１２４号、米国特許第６４１９９４１号および米国特許第６７５６０４６号で開示され、
これらは本明細書で参照により組み込まれる。例示的な実施形態では、脂肪酸化合物は様
々な量で組成物中に存在することができるが、脂肪酸化合物の有効成分（例えば脂肪酸、
脂肪酸糖エステルまたは脂肪酸塩）は、約０．０５重量パーセント～２．０重量パーセン
トの最終使用濃度域で存在することができる。脂肪酸化合物殺虫剤は残効性を示さない急
性毒であるが、スピノシンは残効性を示し、摂取毒であるという点で、脂肪酸化合物殺虫
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剤およびスピノシン、例えばスピノサドの組合せは特に有利である。
【００１９】
　さらに、少なくとも１つの追加の殺虫剤および／または殺ダニ剤は油であることができ
、油は、昆虫またはダニの表面を被覆することができ、それによって気門を浸水させてそ
れらを窒息させることのできる、任意の油であることができる。油は、昆虫膜の脂肪酸と
相互作用して、代謝に干渉すること、および毒として作用することもでき、または、オク
トパミン神経受容体を攻撃することもできる。例示的な油には、植物油、野菜油、鉱油お
よび／または精油を含めることができる。例示的な植物油には、胡麻油、カノーラ油、綿
実油、ダイズ油、ヤシ油、ヒマワリ油、サフラワー油、ナタネ油、落花生油、ニーム油、
オリーブ油およびそれらの混合物を含めることができ、例示的な精油には、ｄ－リモネン
、オイゲノール、ケイ皮油、チョウジ油、タイム油、チモール、ゲラニオール、ローズマ
リー油、リナロール、ミント油、ペパーミント油、柑橘類の油、ニンニク油、胡椒油およ
びそれらの混合物を含めることができる。例示的な実施形態において、油は、組成物中に
、約０．０５重量パーセント～５．０重量パーセントの最終使用濃度で存在することがで
きる。さらなる例示的な追加の殺虫剤および／または殺ダニ剤は、ヒマワリ油、サフラワ
ー油、カノーラ油、胡麻油、オリーブ油、ニーム油、ヤシ油、綿実油などの野菜油の塩、
およびそれらの混合物を含むことができる。これらの化合物の鹸化形態は、カリウム、ナ
トリウムおよびアンモニウム塩を含むことができる。
【００２０】
　少なくとも１つの追加の殺虫剤および／または殺ダニ剤は天然の除虫菊の油または抽出
物であることもでき、例示的な除虫菊抽出物は、キク（ジョチュウギク）などの花がらか
ら得ることができる。除虫菊抽出物が由来するキクの主要部には、痩果、花弁、花托、鱗
片および花盤小花が含まれる。それには限定されない例として、除虫菊抽出物は、Ｐｙｒ
ｅｔｈｒｕｍ　Ｍａｒｋｅｔｉｎｇ　Ｂｏａｒｄ、Ｋｅｎｙａ、Ａｆｒｉｃａ、Ｍ．Ｇ．
Ｋ．社、Ｍｉｎｎｅａｐｏｌｉｓ　ＭＮ、Ｆａｉｒｆｉｅｌｄ　Ａｍｅｒｉｃａｎ社、Ｒ
ｕｔｈｅｒｆｏｒｄ、ＮＪ、およびＰｒｅｎｔｉｓｓ　Ｄｒｕｇ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌ社、Ｆｌｏｒａｌ　Ｐａｒｋ、ＮＹ、を含むいくつかの販売元から市販されている。
除虫菊抽出物の活性薬剤は「ピレトリン」と一般に称され、既知のピレトリンとしては、
ピレトリンＩ、ピレトリンＩＩ、シネリンＩ、シネリンＩＩ、ジャスモリンＩおよびジャ
スモリンＩＩを挙げることができる。ほとんどの市販除虫菊抽出物の総ピレトリン成分は
、一般に約１５～３０重量％であり、より一般には、除虫菊抽出物は約２０～２５重量％
の総ピレトリン含量で利用される。ピレトリンは本明細書で開示の組成物のいずれかに様
々な濃度で存在することができるが、例示的な実施形態では、それは、約１０重量ｐｐｍ
～４，０００重量ｐｐｍの最終使用濃度で存在することができる。
【００２１】
　脂肪酸ファミリー、植物油、野菜油および精油以外に、鉱物（パラフィン）油を、特に
やわらかい体のアブラムシおよびダニを処理するために、追加の殺虫剤および／または殺
ダニ剤として用いることができる。一実施形態では、鉱油は昆虫またはダニの表面を被覆
し、それによって気門を浸水させ、窒息させることができる。鉱油は、昆虫膜の脂肪酸と
相互作用して、代謝に干渉すること、および毒として作用することもできる。例示的な鉱
油は、Ｓｕｎｓｐｒａｙ（登録商標）Ｕｌｔｒａ－Ｆｉｎｅ（登録商標）Ｓｐｒａｙ　Ｏ
ｉｌ、Ｓｕｎｏｃｏ社、Ｔｅｎ　Ｐｅｎｎ　Ｃｅｎｔｅｒ、１８０１　Ｍａｒｋｅｔ　Ｓ
ｔｒｅｅｔ　Ｐｈｉｌａｄｅｌｐｈｉａ、ＰＡ　１９１０３－１６９９、およびＶｅｇｏ
ｌ　Ｇｒｏｗｉｎｇ　Ｓｅａｓｏｎ　Ｓｐｒａｙ　Ｏｉｌ（登録商標）、Ｌｉｌｙ　Ｍｉ
ｌｌｅｒ、Ｐ．Ｏ．Ｂｏｘ　２２８９、Ｃｌａｃｋａｍａｓ、ＯＲ、ＵＳＡ、９７０１５
を含む様々な商標の下で市販されている。油は様々な量で組成物中に存在することができ
るが、例示的な実施形態では、油は、約０．１重量パーセント～５．０重量パーセントの
最終使用濃度で存在することができる。
【００２２】
　さらに、アベルメクチンなどの単独でダニを殺す化合物を少なくとも１つのスピノシン
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に加え、殺虫性かつ殺ダニ性の組成物を形成することができる。あるいは、単独でダニを
殺すそのような化合物を、少なくとも１つのスピノシンならびに追加の殺虫剤および殺ダ
ニ剤の少なくとも１つに加えて、殺虫性かつ殺ダニ性の組成物を形成することができる。
例示的なアベルメクチンには、Ｍｅｒｃｋ　＆　Ｃｏ．、Ｒａｈｗａｙ、ＮＪ、によって
産生される、アバメクチンを含めることができる。
【００２３】
　接触殺虫剤および／または殺ダニ剤、例えば脂肪酸塩または油とスピノサドなどのスピ
ノシンとの組合せは、その組合せが広範囲の害虫を制御するという点で特に有利である。
接触殺虫剤は、同翅目昆虫（例えばアブラムシ、コナジラミ、コナカイガラムシ、カイガ
ラムシ）などのやわらかい体の吸汁昆虫を効果的に制御するが、他の目の害虫への活性は
限定的である。スピノサドは、鱗翅目（毛虫）、鞘翅目（甲虫）および総翅目（アザミウ
マ類）の昆虫などの咬刺昆虫に特に有効であるが、家庭および園芸の消費者市場の主要有
害生物であるやわらかい体の害虫、吸汁害虫に対する活性は限定的である。スピノサドと
の接触殺虫剤の組合せは広範囲の昆虫およびダニの制御を提供し、以下に示すように、一
部の組合せで相乗効果（相加効果よりも大きい）も観察される。
【００２４】
　組成物は、溶媒および担体の少なくとも１つを含むこともできる。溶媒は、その殺虫効
果に影響を及ぼさずにスピノシンの濃度を低くするようにスピノシンを分散させる、任意
の化合物であることができる。例示的な一実施形態において、少なくとも１つの溶媒は、
その分子が、炭素原子と結合したヒドロキシル基を含む任意の化合物、例えばメタノール
またはエタノールであることができる。あるいは、または、さらに、少なくとも１つの溶
媒は、水、プロピレングリコール、グリセロール、エタノール、イソプロピルアルコール
、メタノール、テトラヒドロフルフリルアルコール、油、およびそれらの組合せであるこ
とができる。担体は、餌担体または乾燥担体であることができる。例示的な餌担体として
は、組成物が昆虫によって容易に食されるように、害虫を組成物に引き寄せるように適合
させた餌を挙げることができる。例示的な餌担体には、寒天、ポテトデキストロース寒天
、テンサイ、ゼラチン、油かす、ペット食品、小麦、小麦粉、大豆、オーツ麦、トウモロ
コシ、米、果物、魚副産物、糖、コーティングされた野菜および穀類の種子、カゼイン、
乳漿、血粉、骨粉、酵母、紙製品、珪藻土、タルク、珪酸アルミニウムマグネシウム、カ
オリナイト、炭酸カルシウム、チョークなどの天然および合成の粘土、スエットおよびラ
ードを含む脂肪、ならびに小麦を含む様々な穀類を含めることができる。例示的な実施形
態では、餌は、例えば、Ｃａｒｇｉｌｌ社、Ｐ．Ｏ．Ｂｏｘ　９３００、Ｍｉｎｎｅａｐ
ｏｌｉｓ、ＭＮ、から市販の小麦穀物である。例示的な乾燥担体には、粘土、珪藻土、小
麦粉、ふすま、砂、軽石、糖、穂軸、Ｂｉｏｄａｃ（ＧｒａｎＴｅｃ、Ｇｒｅｅｎ　Ｂａ
ｙ、ＷＩ、によって産生される）、重炭酸ナトリウム、炭酸カルシウムおよびそれらの組
合せを含めることができる。
【００２５】
　当業者は、使用者の必要に応じて、他の様々な化合物を殺虫組成物に加えることができ
ると理解する。一実施形態では、界面活性剤、好ましくは非イオン性および両性の界面活
性剤は、組成物中で、濃縮液またはＲＴＵ液体スプレーの表面張力を弱め、噴霧液滴およ
び植物の間の接触をより緊密にするために役立つことができる。好ましい非イオン性界面
活性剤には、エトキシル化ソルビタン誘導体、エトキシル化脂肪酸、およびそれらの混合
物が含まれる。例示的なエトキシル化ソルビタン誘導体には、ＩＣＩ　Ａｍｅｒｉｃａｓ
社、Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ、Ｗｉｌｍｉｎｇ
ｔｏｎ、ＤＥ、から入手可能な、Ｔｗｅｅｎ８１およびＴｗｅｅｎ８５などのＴｗｅｅｎ
界面活性剤が含まれる。他の適当なソルビタン誘導体には、Ｈｅｎｋｅｌ社、Ｃｉｎｃｉ
ｎｎａｔｉ、ＯＨ、から入手可能なＥＭＳＯＲＢ　６９０３およびＥＭＳＯＲＢ　６９１
３が含まれる。適当なエトキシル化脂肪酸には、Ｃｈｅｍａｘ社、Ｇｒｅｅｎｖｉｌｌｅ
、ＳＣ、から入手可能なＣＨＥＭＡＸ　Ｔ０９およびＣＨＥＭＡＸ　Ｅ４００ＭＯ、なら
びに、Ｒｈｏｎｅ　Ｐｏｕｌｅｎｃ、Ｃｒａｎｂｅｒｒｙ、ＮＪ、から入手可能なＡＬＫ
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ＡＳＵＲＦ　０１４およびＡＬＫＡＳＵＲＦ　０９が含まれる。好ましい両性界面活性剤
には、化学的には１－ヘキサデカナミニウム、Ｎ－（カルボキシメチル）Ｎ，Ｎ－ジメチ
ル－、内塩（ＣＡＳ番号６９３－３３－４）として知られる、Ｄｅｆｏｒｅｓｔ　Ｅｎｔ
ｅｒｐｒｉｓｅｓ　ＦＬ、ＵＳＡ、から入手可能なセチル（Ｃ１６）ベタインが含まれる
。
【００２６】
　他の実施形態において、組成物の酸化の影響を低減するために、抗酸化剤を組成物に加
えることができる。適当な抗酸化剤の例には、ブチルヒドロキシトルエン（ＢＨＴ）、ブ
チルヒドロキシアニソール（ＢＨＡ）、α－トコフェロール、エトキシキン（６－エトキ
シ－２，２，４－トリメチル－１，２－ジヒドロキノリン）および２，６－ジオクタデシ
ル－Ｐ－クレゾール（ＤＯＰＣ）が含まれる。あるいは、組成物の安定性および有効期間
を改善するために、安定剤などの追加の添加剤を加えることができる。適当な添加剤の例
には、アラビアゴム、グアーガム、カゼイン酸ナトリウム、ポリビニルアルコール、イナ
ゴマメガム、キサンタンガム、ケルガム、およびそれらの混合物が含まれる。
【００２７】
　上で述べたものなどの例示的な組成物は、濃縮液またはＲＴＵ液体スプレーの形である
が、当業者は、組成物が粉末または固体の状態でもよいことを理解する。固体の形態は、
昆虫および／またはダニの加害領域またはその周辺、ならびに昆虫および／またはダニに
よる加害を予防する領域に散布することのできる任意の固体組成物でよいが、例示的な固
体組成物は、粉剤、粒剤、キューブまたはペレットの形態である。
【００２８】
　当業者は、殺虫／殺ダニ組成物が、防腐剤もしくは抗微生物薬、摂食刺激物質、防水剤
、風味改変添加剤またはその任意の組合せなどの、追加の製剤強化添加剤を含むこともで
きることを理解する。
【００２９】
　様々な防腐剤を本発明の殺虫／殺ダニ組成物と一緒に効果的に用いることができ、例示
的な防腐剤には、Ｒｏｈｍ　＆　Ｈａａｓ社、Ｐｈｉｌａｄｅｌｐｈｉａ、ＰＡ、から入
手可能なＬｅｇｅｎｄ　ＭＫ（登録商標）、および、Ｄｒ．Ｌｅｈｍａｎｎ　ａｎｄ　Ｃ
ｏ．、Ｍｅｍｍｉｎｇｅｎ／Ａｌｌｇａｕ、Ｇｅｒｍａｎｙ、から入手可能なＣＡ－２４
が含まれる。防腐剤は様々な量で組成物中に存在することができるが、好ましくは、例え
ば上で列挙したものなどの防腐剤は、水と混合して、約１ｐｐｍ～７５０ｐｐｍの濃度で
製剤に加えるための保存溶液を形成することができる。
【００３０】
　昆虫を誘引して組成物を摂食するように誘導するために、摂食刺激物質を組成物に加え
ることができる。糖、酵母生成物およびカゼインを含め、様々な摂食刺激物質を用いるこ
とができ、例示的な実施形態においては、ショ糖などの糖が用いられる。これらの添加剤
は、乾燥状態の組成物中に様々な量で通常組み込まれるが、一般的に、それらは、総組成
物重の約１パーセント～２．５パーセントで組成物に加えることができる。
【００３１】
　組成物の耐候性を改善するために、結合剤の作用をすることもできる防水剤を組成物に
加えることもできる。これらは、一般的に、ろう様の物質および他の炭化水素などの、水
不溶性化合物である。適当な防水剤の例は、パラフィンワックス、ステアリン酸塩、密蝋
および類似の化合物である。１つの好ましいワックス化合物は、Ｃｏｎｒｏｓ社、Ｓｃａ
ｒｂｏｒｏｕｇｈ、Ｏｎｔａｒｉｏ、Ｃａｎａｄａ、から入手可能なＰＡＲＯＷＡＸ（登
録商標）である。防水剤は、乾燥状態の組成物中に様々な量で組み込むことができるが、
例示的な実施形態では、防水剤は、総組成物重の約５パーセント～１２パーセントで組成
物に加えられる。
【００３２】
　組成物は、組成物を動物の口に合わないようにするために、風味変更化合物を含むこと
もできる。例示的な組成物としては苦味を有するものがあり、適当な市販化合物には、Ｍ
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ｃＦａｒｌａｎｅ　Ｓｍｉｔｈ社、Ｅｄｉｎｂｕｒｇｈ、Ｓｃｏｔｌａｎｄ、から入手可
能なＢＩＴＲＥＸが含まれる。これらの化合物は一般的に非常に低い濃度で加えられ、例
えば、一般的に、０．１％ＢＩＴＲＥＸ溶液を、総組成物重の約１パーセント～２パーセ
ントで組成物に加えることができる。
【００３３】
　昆虫およびダニ害虫の制御方法も、提供される。一実施形態では、一方法は、少なくと
も１つのスピノシンの有効量、追加の殺虫剤および殺ダニ剤の少なくとも１つ、ならびに
溶媒または担体の少なくとも１つを有する組成物を提供すること、および、その組成物の
有効量を害虫制御のために投与することを含むことができる。組成物が液体の場合、その
方法は、その組成物の有効量が害虫、植物および植物産物、害虫の付近ならびに／または
植物および植物産物の付近と接触するように、組成物の有効量を投与することをさらに含
むことができる。他の実施形態では、組成物が粉体または固体である場合、組成物の有効
量を投与することは、組成物の有効量を害虫の付近に置くこと、ならびに／または組成物
の有効量を保護すべき植物および植物産物の付近に置くことを含むことができる。
【００３４】
　以下のそれには限定されない実施例は、本発明をさらに説明する役目を果たす。全ての
実施例において、有効成分の百分率は重量パーセントである。
【実施例】
【００３５】
　（実施例１）
　モモアカアブラムシを制御するためのスピノサド合剤の試験
　この試験の目的は、ラディッシュ植物で普通に見られるモモアカアブラムシを制御する
ための、脂肪酸塩殺虫剤と組み合わせたスピノサドを評価することであった。市販形のス
ピノシンＧａｒｄｅｎｓ　Ａｌｉｖｅ　Ｂｕｌｌｓ－ＥｙｅＴＭならびに脂肪酸塩Ｎｅｕ
ｄｏｓａｎＴＭ（有効成分として脂肪酸のカリウム塩を有する）を用いたスピノサド組成
物の形成後、処理のためにモモアカアブラムシを研究所コロニーのラディッシュ植物から
板ガラスの上へ払い落とした。下の表に記した液体組成物を用いて、各反復に手持ち式の
トリガー噴霧器により１回噴霧した。９０秒後、微細なキャメルヘアブラシを用いて、処
理したアブラムシを、ろ紙を張りつけたペトリ皿に移した。各処理はそれぞれ１０匹のア
ブラムシの１０反復からなり、死亡率は１日後に評価した。
【００３６】
　下記表１は、スピノサド、脂肪酸塩およびそれらの組合せの組成物から得た結果を示す
。
【００３７】
【表１】

　（実施例２）
　モモアカアブラムシを制御するためのスピノサド合剤の試験
　この試験の目的は、ラディッシュ植物で普通に見られるモモアカアブラムシを制御する
ための、脂肪酸塩または野菜油と組み合わせたスピノサドを評価することであった。市販
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形のスピノシンＳｐｉｎＴｏｒＴＭ、脂肪酸塩ＮｅｕｄｏｓａｎＴＭおよび油（Ｖｅｇｏ
ｌ　Ｇｒｏｗｉｎｇ　Ｓｅａｓｏｎ　Ｓｐｒａｙ　Ｏｉｌ（登録商標））を用いたスピノ
サドベースの組成物を形成して、表１に関して記載したものと同様に試験した。
【００３８】
　下記表２は、スピノサド、脂肪酸塩、油、およびそれらの組合せの組成物から得た結果
を示す。
【００３９】
【表２】

　（実施例３）
　モモアカアブラムシを制御するためのスピノサド合剤の試験
　この試験の目的は、ラディッシュ植物で普通に見られるモモアカアブラムシを制御する
ための、カノーラ油と組み合わせたスピノサドを評価することであった。市販形のスピノ
シンＳｐｉｎＴｏｒＴＭおよび油Ｖｅｇｏｌ　Ｇｒｏｗｉｎｇ　Ｓｅａｓｏｎ　Ｓｐｒａ
ｙ　Ｏｉｌ（登録商標）を用いたスピノサドベースの組成物を形成して、表１に関して記
載したものと同様に試験した。
【００４０】
　下記表３は、スピノサド、油およびそれらの組合せの組成物から得た結果を示す。
【００４１】
【表３】

　（実施例４）
　モモアカアブラムシを制御するためのスピノサド合剤の試験
　この試験の目的は、ラディッシュ植物で普通に見られるモモアカアブラムシを制御する
ための、脂肪酸塩と組み合わせたスピノサドを評価することであった。市販形のスピノシ
ンＳｐｉｎＴｏｒＴＭおよび脂肪酸塩ＮｅｕｄｏｓａｎＴＭを用いたスピノサドベースの
組成物を形成して、表１に関して記載したものと同様に試験した。
【００４２】
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　下記表４は、スピノサド、脂肪酸塩およびそれらの組合せの組成物から得た結果を示す
。
【００４３】
【表４】

　（実施例５）
　モモアカアブラムシを制御するためのスピノサド合剤の試験
　この試験の目的は、イエバエ成虫を制御するための、脂肪酸塩と組み合わせたスピノサ
ドを評価することであった。市販形のスピノシンＳｐｉｎＴｏｒＴＭおよび脂肪酸塩Ｎｅ
ｕｄｏｓａｎＴＭを用いたスピノサドベースの組成物を形成した後、表５に記す液体組成
物を用いて手持ち式のトリガー噴霧器による噴霧処理を２回行うために、研究所コロニー
からのイエバエ成虫をＣＯ２により麻酔をかけ、６インチの丸いスタイロフォームプレー
ト上に置いた。処理の後、ペーパータオルを張りつけたスタイロフォームプレート上にハ
エを置き、次に、少量のグラニュー糖および網で覆った貯水槽を含む２５０ｍＬの透明な
プラスチックカップへ移した。処理はそれぞれ５匹のハエの８反復からなり、死亡率は４
時間後に評価した。
【００４４】
　下記表５は、スピノサド、脂肪酸塩およびそれらの組合せの組成物から得た結果を示す
。
【００４５】
【表５】

　（実施例６）
　ウェスタンテントキャタピラー幼虫を制御するためのスピノサド合剤の試験
　この試験の目的は、ウェスタンテントキャタピラー幼虫を制御するための、脂肪酸塩と
組み合わせたスピノサドを評価することであった。市販形のスピノシンＳｐｉｎＴｏｒＴ

Ｍおよび脂肪酸塩ＮｅｕｄｏｓａｎＴＭを用いたスピノサドベースの組成物を形成した後
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、表６に記す液体組成物を用いて手持ち式のトリガー噴霧器による噴霧処理を２回行うた
めに、ウェスタンテントキャタピラー幼虫を戸外の被害樹木から収集して、６インチの丸
いスタイロフォームプレート上に置いた。処理の後、ペーパータオルを張りつけたスタイ
ロフォームプレート上に幼虫を置き、次に、ろ紙を張りつけたペトリ皿に移した。処理は
それぞれ５匹の幼虫の８反復からなり、死亡率は１日後に評価した。
【００４６】
　下記表６は、スピノサド、脂肪酸塩およびそれらの組合せの組成物から得た結果を示す
。
【００４７】
【表６】

　（実施例７）
　アリを制御するためのスピノサドおよび除虫菊抽出物の合剤の試験
　この試験の目的は、臭いイエアリを制御するための、除虫菊抽出物と組み合わせたスピ
ノサドを評価することであった。市販形のスピノシンＥｎｔｒｕｓｔＴＭを用いたスピノ
サドベースの組成物の形成後、アリを桶に入れた。それぞれの桶は、表７で記すように、
糖餌を含んでいた。脱出を予防するために桶の側面にワセリンを塗布し、桶には網つきの
ふたをした。各処理はそれぞれ５匹のアリの４反復からなり、死亡率は１日後および４日
後に評価した。
【００４８】
　下記表７は、スピノサド、除虫菊抽出物およびそれらの組合せの組成物から得た結果を
示す。
【００４９】

【表７】

　（実施例８）
　ダニを制御するためのスピノサド合剤の試験
　この試験の目的は、ナミハダニの持続的制御のための、ＮｅｕｄｏｓａｎＴＭ（脂肪酸
塩）と組み合わせたスピノサドを評価することであった。市販形のスピノサドＳｐｉｎＴ
ｏｒＴＭおよび脂肪酸塩ＮｅｕｄｏｓａｎＴＭを用いて、スピノサドベースの組成物を製
剤化した。豆植物を、２枚の初生葉を残して刈り込み、葉の表面および裏面を表８で記す
組成物で処理した。１日後、植物が乾燥しているとき、１植物につきダニ約２５匹の密度
で、ナミハダニの雌成虫を各植物の上に置いた。処理はそれぞれ１植物の１０反復からな
り、死亡率および集団レベルをダニの導入から７日後に評価した。
【００５０】
　下記表８は、スピノサド、脂肪酸塩およびそれらの組合せの組成物から得た結果を示す
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。
【００５１】
【表８】

　当業者は、上記の実施形態に基づき、本発明のさらなる特徴および利点を理解する。し
たがって、添付の請求項によって示される場合を除いて、本発明は、個別に示され記載さ
れたことによって限定されるものではない。本明細書で引用した全ての刊行物および参照
は、その全体において参照により本明細書で明示的に組み込まれる。



(16) JP 2009-507901 A 2009.2.26

10

20

30

40

【国際調査報告】



(17) JP 2009-507901 A 2009.2.26

10

20

30

40



(18) JP 2009-507901 A 2009.2.26

10

20

30

40



(19) JP 2009-507901 A 2009.2.26

10

20

30

40



(20) JP 2009-507901 A 2009.2.26

10

20

30

40



(21) JP 2009-507901 A 2009.2.26

10

20

30

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ａ０１Ｎ  65/00     (2009.01)           Ａ０１Ｎ  65/00    　　　Ｃ          　　　　　
   Ａ０１Ｎ  65/12     (2009.01)           Ａ０１Ｎ  65/00    １１２　          　　　　　
   Ａ０１Ｎ  37/02     (2006.01)           Ａ０１Ｎ  37/02    　　　　          　　　　　
   Ａ０１Ｎ  37/06     (2006.01)           Ａ０１Ｎ  37/06    　　　　          　　　　　
   Ａ０１Ｎ  43/90     (2006.01)           Ａ０１Ｎ  43/90    １０１　          　　　　　
   Ａ０１Ｎ  25/08     (2006.01)           Ａ０１Ｎ  25/08    　　　　          　　　　　
   Ａ０１Ｎ  25/12     (2006.01)           Ａ０１Ｎ  25/12    　　　　          　　　　　
   Ａ０１Ｎ  65/08     (2009.01)           Ａ０１Ｎ  65/00    　　　Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ａ０１Ｎ  65/00    １１０　          　　　　　

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,NL,PL,PT,RO,SE,SI,SK,TR),OA(BF,
BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CN,CO,
CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,L
C,LK,LR,LS,LT,LU,LV,LY,MA,MD,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL,PT,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG
,SK,SL,SM,SV,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,ZW

(72)発明者  パーカー，　ダイアナ　エル．
            カナダ国　ブイ８エム　１ジー３　ブリティッシュ　コロンビア，　ブレントウッド　ベイ，　ニ
            ュートン　プレイス　１１１０
(72)発明者  ウィルソン，　キャメロン　ディー．
            カナダ国　ブイ９ビー　５ティー８　ブリティッシュ　コロンビア，　ビクトリア，　デューク　
            ロード　３７３３
(72)発明者  プリッチ，　ジョージ　エス．
            カナダ国　ブイ８エム　１エス１　ブリティッシュ　コロンビア，　サニッチトン，　トンプソン
            　プレイス　８１２０
(72)発明者  アーモンド，　デイビッド　エス．
            カナダ国　ブイ８ゼット　２ゼット６　ブリティッシュ　コロンビア，　ビクトリア，　ダモン　
            ロード　３２７
Ｆターム(参考) 4H011 AC01  AC04  BA06  BB06  BB08  BB15  BB21  DA02  DG05 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	search-report
	overflow

